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業績予想ならびに配当予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 13 年 5 月 25 日の決算発表時に公表した業績予想および配当予

想を下記のとおり修正いたします。

記

１． 業績予想の修正

(1) 平成 14 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 13 年 4 月 1 日～平成 13 年 9 月 30 日）

（単位：百万円、％）

売 上 高      経 常 利 益      中 間 純 利 益      
前 回 発 表 予 想          　（A）
（平成 13 年 5 月 25 日発表）

50,000 600 150

今 回 修 正 予 想          　（B） 47,500 600 △ 120
増 減 額          　（B－Ａ） △ 2,500 0 △ 270
増 減 率          　（％） △ 5.0 0.0 ─

前期（平成 13 年 3 月期中間）実績 51,805 950 △ 20,542

(2) 平成 14 年 3 月期連結中間業績予想数値の修正（平成 13 年 4 月 1 日～平成 13 年 9 月 30 日）

（単位：百万円、％）

売 上 高      経 常 利 益      中 間 純 利 益      
前 回 発 表 予 想          　（A）
（平成 13 年 5 月 25 日発表）

51,000 700 100

今 回 修 正 予 想          　（B） 48,200 230 △ 600
増 減 額          　（B－Ａ） △ 2,800 △ 470 △ 700
増 減 率          　（％） △ 5.5 △ 67.1 ─

前期（平成 13 年 3 月期中間）実績 53,028 418 △ 17,998

(3) 平成 14 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 13 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日）

（単位：百万円、％）

売 上 高      経 常 利 益      当 期 純 利 益      

前 回 発 表 予 想          　（A）
（平成 13 年 5 月 25 日発表）

120,000 4,500 2,100

今 回 修 正 予 想          　（B） 110,000 3,900 500
増 減 額          　（B－Ａ） △ 10,000 △ 600 △ 1,600
増 減 率          　（％） △ 8.3 △ 13.3 △ 76.2
前期（平成 13 年 3 月期）実績 127,076 4,559 △ 17,960



(4) 平成 14 年 3 月期連結通期業績予想数値の修正（平成 13 年 4 月 1 日～平成 14 年 3 月 31 日）

（単位：百万円、％）

売 上 高      経 常 利 益      当 期 純 利 益      
前 回 発 表 予 想          　（A）
（平成 13 年 5 月 25 日発表）

122,000 4,900 2,200

今 回 修 正 予 想          　（B） 112,000 3,900 300
増 減 額          　（B－Ａ） △ 10,000 △ 1,000 △ 1,900
増 減 率          　（％） △ 8.2 △ 20.4 △ 86.4
前期（平成 13 年 3 月期）実績 131,334 4,995 △ 15,490

(5) 理 由    

① 単体中間業績

保有上場株式の株価下落に伴い、金融商品会計基準に基づく評価損約 3 億 2 千万円を特別損

失に計上した結果、中間純利益の予想を修正するものです。

② 連結中間業績

連結対象会社の減益および、前記の単体中間業績の修正に伴い予想を修正するものです。

③ 単体通期業績

現在、建設業界を取巻く環境は予想以上に悪化してきており、今後も公共工事の更なる削減

により、受注環境につきましては極めて厳しい状況となることが予想されます。

当社におきましては、原価低減、経費削減により収益の確保に努めておりますが、受注高の

減少が予想され、売上高、経常利益、当期純利益とも前回発表を下回る見込みであるため、業

績予想を修正するものです。

④ 連結通期業績

単体業績が連結業績に与える影響が大きいため、前記のとおり連結業績予想を修正するもの

です。

２． 配当予想の修正

中 間      期 末      年 間      

前 回 発 表 予 想          
（平成 13 年 5 月 25 日発表）

3 円 00 銭 3 円 00 銭 6 円 00 銭

今 回 修 正 予 想          0 円 00 銭 6 円 00 銭 6 円 00 銭

増 減 額          △ 3 円 00 銭 3 円 00 銭 0 円 00 銭

（ご参考）前期実績          0 円 00 銭 3 円 00 銭 3 円 00 銭

理 由    

中間期、通期の修正業績予想は、前述のとおり当期純利益が大幅な減少見込みであります。

前回発表時におきましては、平成 14 年 3 月期の中間配当金は 1 株当たり 3 円 00 銭、期末配当

金は 1 株当たり 3 円 00 銭を予想しておりましたが、誠に遺憾ながら中間配当金は見送り、期

末配当金を 6 円 00 銭といたしたく、上記のとおり修正するものです。

以　　上


